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秋田市内でのオオスカシバ幼虫の採集例

－史＊梅津

自然史研究．4();48．

大日向貞英，2009．羽後町の自然．私家版．

オォスカシバCephonodeshy/ashyﾉas

(Linnaeus,1771)は，仙台市付近では普通に見

られるようであるが，秋田県・岩手県での記録は

少ない．岩手県では，土井（2005）がそれまでの

知見をまとめた中で2例が示されているのみであ

る．秋田県における記録も少なく,1999年8月25

日の増田町亀田（成田2000）と,2008年7月23

日の羽後町堀内（大日向．2009）の各1個体2例

が知られるだけであり，いずれも成虫を採集した

ものである．

筆者は，秋田市内で見出された幼虫の提供を受

けたので，報告しておく．

幼虫は，秋田市泉の住宅地で，鉢植えのクチナ

シについていたもので，2008年10月上旬に2頭が

採集された．写真1は10月18日に撮影したもので

ある．筆者がこの幼虫を譲り受け飼育したところ，

2頭とも蝿化し，そのうち1頭は2008年12月13-

15日の間に羽化した．この3日間筆者は不在だっ

たため，どの日に羽化したかわからないが，鉢植

えのクチナシにかぶせた網の中で飛び回ったた

め，通端が欠けてしまっている（写真2）．

提供して下さった山本氏の話では，2007年にも

クチナシの葉が食べられる被害があったとのこと

である．また，鉢植えは，冬には屋内に取り込ん

でいるとのことであった．同じ場所で2年連続で

観察されたことから，鉢植えとともに屋内で越冬

していた可能性もあり得るが，春から初夏の状況

がわからないため，断定はできない．

末筆ながら、幼虫を提供して下さった山本和美

氏（秋田県立博物館）に深謝する．
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写真1．幼虫

／

写真2．成虫（羽化した個体）
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